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く
き
れ
い
、
行
政
の

支
援
も
得
ず
。
皆
さ

ん
は
非
常
に
健
康
的

な
生
活
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
に
暑
さ

に
負
け
ず
楽
し
ん
で

下
さ
い
」
と
激
励
さ

れ
た
。

飯
塚
市
議
は
「
コ

ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か

り
予
防
し
て
頑
張
っ

て
下
さ
い
」
と
。

８
月
９
日
、
第
81

回
新
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会

に
新
藤
義
孝
衆
議
院

議
員
と
飯
塚
孝
行
市

議
会
議
員
が
激
励
に

訪
れ
た
。

新
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
（
会

長
＝
高
原
好
雄
さ
ん
）

の
コ
ー
ス
は
「
街
の

東
の
オ
ア
シ
ス
」
と

称
さ
れ
、
赤
井
、
安

行
会
、川
口
峯
、新
堀
、

榛
松
、本
蓮
、峯
栄
会
、

南
、
草
友
、
前
野
宿

の
Ｔ
Ｂ
Ｇ
ク
ラ
ブ
団

体
が
あ
り
１
０
０
名

以
上
が
活
躍
し
て
い

る
。今

年
は
コ
ロ
ナ
禍

で
、
全
て
の
大
会
が

中
止
と
な
っ
た
。

新
藤
議
員
は
「
広

い
会
場
が
素
晴
ら
し

　左から種子勇美さん、新藤衆議院、岡田守正さん、高原
好雄さん、川原崎利朗さん、飯塚市議。

新郷 TBG 大会に新藤衆議院・飯塚市議が激励
日本の蝶展に奥ノ木市長・立石県議も 

新藤義孝衆議院、飯塚孝行市議

蝶
が
リ
リ
ア
に

　　　　　
大
集
合

　

成
績
は
次
の
通
り

◆
一
般
◇
優
勝
＝
植

屋
光
英
▽
２
位
＝
小

林
明
▽
３
位
＝
川
原

崎
利
朗
。
◇
ベ
ス
グ

ロ
＝
小
林
明
。

◆
シ
ニ
ア
◇
優
勝
＝

君
塚
邦
夫
▽
２
位
＝

佐
久
間
政
敏
▽
３
位

＝
吉
田
泰
司
。
◇
ベ

ス
グ
ロ
＝
伊
東
暢
夫
。

◆
一
般
◇
優
勝
＝
辰

野
美
佐
子
▽
２
位
＝

大
出
の
り
子
▽
３
位

＝
重
藤
延
恵
。
◇
ベ

ス
グ
ロ
＝
大
出
の
り

子
。

　

国
内
外
の
美
し
い
蝶

約
８
千
頭
の
標
本
を
集

め
た
「
日
本
の
蝶
・
世

界
の
蝶
」」
展
、併
設
「
川

口
の
自
然
と
生
き
も
の
」

が
、
８
月
中
旬
リ
リ
ア

で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
美
し

く
不
思
議
な
蝶
や
昆
虫

の
世
界
を
通
し
て
、
改

め
て
自
然
の
大
切
さ
や
，

環
境
へ
の
思
い
や
り
を

次
世
代
に
伝
え
る
た
め

開
催
さ
れ
た
。

　

市
内
在
住
の
安
藤
俊

之
さ
ん
（
写
真
右
）
尾

熊
勇
さ
ん
、
高
野
信
義

さ
ん
３
人
の
コ
レ
ク

タ
ー
が
集
め
た
貴
重
な

標
本
等
展
示
さ
れ
た
。

　

奥
ノ
木
信
夫
市
長（
写

真
左
）
は
「
多
く
の
自

然
が
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ

て
い
る
我
が
市
。
こ
の

自
然
環
境
を
未
来
の
子

ど
も
達
に
残
し
て
あ
げ

た
い
」
と
。

　

立
石
泰
広
県
議
は
。

「
蝶
愛
好
家
の
方
々
が
半

世
紀
を
か
け
世
界
中
か

ら
集
め
ら
れ
た
蝶
に
癒

さ
れ
ま
し
た
」
と
。　
　

　

照
山
悦
子
新
郷
の
文

化
を
考
え
る
会
会
長
は

「
神
秘
的
な
蝶
々
を
見
て

い
る
と
心
が
穏
や
か
に

な
り
ま
す
ね
」
と
。　

　

写
真
左
か
ら
、
新
藤

義
孝
衆
議
院
議
員
秘
書

の
菊
地
博
さ
ん
、
立
石

県
議
、
安
藤
さ
ん
、
照

山
さ
ん
。

◆
シ
ニ
ア
◇
優
勝
＝

岡
本
美
津
子
▽
２
位

＝
並
木
静
子
▽
３
位

＝
平
林
文
子
。
◇
ベ

ス
グ
ロ
＝
平
林
文
子
。　
　
　

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

９
月
１
日
、
奥
ノ
木

信
夫
市
長
を
は
じ
め
地

元
選
出
の
県
議
会
議
員

同
席
の
も
と
、
大
野
元

裕
知
事
に
「
川
口
市
内

に
お
け
る
県
営
住
宅
の

整
備
」
に
つ
い
て
要
望

し
ま
し
た
。

　

飯
塚
地
区
の
公
営
住

宅
は
、
私
の
地
元
横
曽

根
地
区
内
の
案
件
で
あ

り
、
そ
の
活
用
方
針
に

つ
い
て
は
市
議
会
議
員

時
代
か
ら
市
と
議
論
を

重
ね
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
県
議
会
議
員
を
代

表
し
て
詳
し
く
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

川
口
市
は
人
口
・
世

帯
数
と
も
に
増
加
傾
向

に
あ
り
、
令
和
17
年
頃

ま
で
続
く
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
も
要

因
と
し
て
、
県
営
住
宅
・

市
営
住
宅
と
も
に
７
倍

程
度
と
倍
率
が
高
く
、

ま
た
、
多
く
の
公
営
住

宅
の
老
朽
化
が
進
み
建

て
替
え
も
必
要
で
す
。

　左から白根大輔県議、永瀬秀樹県議、塩野正行県議、立石泰広県議、大野元裕知事、
奥ノ木信夫川口市長、萩原一寿県議、村岡正嗣県議、岡村ゆり子県議。 

　文・写真　立石県議提供

県
営
住
宅
に

つ
い
て
要
望
書

　

今
回
の
要
望
は
、
県

営
住
宅
を
高
度
化
・
集

約
化
し
、
市
の
敷
地
に

お
い
て
は
、
子
育
て
支

援
施
設
な
ど
周
辺
住
民

の
利
便
性
向
上
に
資
す

る
施
設
を
整
備
す
る
と

い
う
提
案
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

大
野
知
事
か
ら
は
、

「
県
と
市
で
し
っ
か
り

と
協
働
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
て
行
き
ま

し
ょ
う
」
と
の
前
向
き

な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

     

埼
玉
県
議
会
議
員

　
　
　
　

立
石　

泰
広
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令
和
２
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　
武
南
交
通
安
全
協
会
　
　
　「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」　 

川
口
市
防
犯
協
会

今月の書

　　　　　　　　戻
もどす

　数か月で大きく変化しました環境を少しずつ戻して
小さな喜びを感じられる自分でありたい。 　吉安　玲華

　

今
朝
（
８
月
14
日
）

新
聞
で
新
藤
義
孝
代

議
士
の
父
親
、
新
藤

孝
衛
さ
ん
が
亡
く

な
っ
た
記
事
を
読
み

ま
し
た
。　

　

孝
衛
さ
ん
の
奥
さ

ん
（
故
た
か
子
さ
ん
）

の
父
親
は
、
あ
の
硫

黄
島
の
栗
林
忠
道
陸

軍
大
将
で
し
た
。

　

玉
砕
の
事
は
今
も

私
の
頭
の
中
に
生
々

し
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

孝
衛
さ
ん
は
静
か

な
人
で
し
た
が
、
刀

の
話
で
馬
が
合
い
、

い
つ
も
刀
剣
の
話
を
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら

長
い
時
間
話
し
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

孝
衛
さ
ん
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
の
忘
れ

も
し
な
い
戦
中
の
出

来
事
。
小
学
５
年
生

の
学
校
実
習
農
園
の

さ
つ
ま
芋
畑
の
草
取

り
だ
っ
た
。
大
変
暑

い
日
だ
っ
た
。
汗
を

か
き
な
が
ら
、
作
業

を
し
な
が
ら
友
達
と

い
ろ
い
ろ
話
を
し
た
。

　

そ
の
中
で
将
来
何

を
や
り
た
い
か
、
何

に
な
り
た
い
の
か
等

の
話
に
な
っ
た
。

　

み
ん
な
色
々
だ
っ

た
。「
軍
人
に
な
る
ん

だ
」「
船
長
に
な
る
ん

だ
」「
野
球
を
や
り
た

い
」「
工
場
を
や
り
た

い
」
等
々
。

　

仲
の
良
い
友
達
が
、

「
山
﨑
お
前
何
に
な
り

た
い
ん
だ
」
と
聞
か

れ
た
。
そ
の
時
先
生

の
顔
を
一
瞬
見
た
と

き
先
生
は
笑
っ
て
い

た
よ
う
な
気
が
し
た
。　
　
　

　

私
は
即
座
に
「
俺

は
ア
メ
リ
カ
み
た
い

に
自
動
車
買
っ
て
、

電
話
を
入
れ
て
、
会

社
の
社
長
に
な
る
ん

だ
」
と
言
っ
た
。

　

み
ん
な
が
ど
っ
と

笑
っ
た
よ
う
に
覚
え

て
い
る
。

　

す
る
と
突
然
先
生

が
「
山
﨑
立
て
」
と

言
わ
れ
た
。
立
ち
上

が
る
と
拳
骨
で
２
つ

３
つ
ぶ
ん
殴
ら
れ
た

事
ま
で
は
覚
え
て
い

る
が
、
後
い
く
つ
殴

ら
れ
た
か
記
憶
に
な

い
。

　

友
達
が
手
拭
を
水

で
冷
や
し
て
き
て
く

れ
て
、
心
配
そ
う
な

顔
で
見
て
い
る
の
で

気
が
つ
い
た
の
を
覚

え
て
い
る
。

　

始
め
は
「
な
ぜ
先

生
が
あ
ん
な
に
ま
で

怒
っ
た
の
だ
ろ
う
、

何
が
悪
い
ん
だ
ろ
う

か
」
と
、
始
め
は
本

当
に
悔
し
か
っ
た
。　

　

本
当
に
悔
し
か
っ

た
が
、
落
ち
着
い
て

考
え
て
み
る
と
、
あ

の
時
先
生
の
目
に
涙

が
光
っ
て
い
た
よ
う

な
気
が
す
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
よ
う

に
と
言
っ
た
の
が
悪

か
っ
た
の
か
？

　

小
学
校
卒
業
後
同

窓
会
を
開
き
先
生
を

招
待
し
て
話
が
弾
む

た
び
、
こ
の
話
に
な

る
と
、
先
生
は
平
謝

り
し
て
く
れ
た
。

　

私
は
考
え
た
。

戦
中
教
育
の
難
し
さ
、

同
学
年
が
一
緒
に
勉

強
で
き
ず
半
分
は
工

場
へ
タ
マ(

弾
丸)

磨

き
、
半
分
は
出
征
軍

人
の
家
庭
農
家
の
手

伝
い
と
、
今
の
時
代

に
は
判
り
づ
ら
い
時

代
だ
っ
た
。　
　
　

　

そ
れ
か
ら
80
年
、

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、

人
付
き
会
い
の
中
に

何
か
判
り
会
え
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が

あ
り
そ
う
な
気
が
す

る
。

　

90
歳
の
所
感
で
す
。　
　

  

令
和
２
年
８
月
14
日　
　

　
　
　

山
﨑　

基
宏

我
が
戦
中
の
思
い
出

　第 9 回グリーンセレモニー杯（主催者＝境亮一さん）鳩ケ谷地区夏季
少年野球大会が、8 月 1 日・8 日・9 日、トーナメント方式で、鳩ヶ谷
前田西公園野球場で行われた。
　桜小イーグルス BC・三ツ和サンライズ・鳩ケ谷ドリームズ・川口イー
グルス・南鳩ケ谷スーパースターズ・赤井少年野球クラブ・鳩ケ谷ウイ
ングス・里みどりヶ丘パワーズの 8 チームが激戦し、川口イーグルスが
優勝を飾った。
◇成績▽優勝＝川口イーグルス▽準優勝＝鳩ケ谷ドリームズ▽ 3 位＝三
ツ和サンライズ▽ 4 位＝南鳩ケ谷スーパースターズ

◇個人賞▽最優秀選手賞＝郷久翔汰（川口）▽最優秀投手賞＝奥宮凌
央（川口）▽優秀選手賞＝中山新（鳩ケ谷ド）。

◇チーム敢闘賞▽原田睦己（川口）松田悠汰（鳩ケ谷ド）冨澤健太（三
ツ和）草薙朱有（南鳩ケ谷）和田祐華（桜小）星隼翔（鳩ケ谷ウ）土屋
聖太（赤井）稲垣恭介（里）。（敬称略）　　文・写真提供グリーンセレモニー

グ
リ
ー
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
杯　　

　　　　　 

少
年
野
球
大
会

川口市領家に元鋳物工場の敷地を活用したベーカリーカフェ
「1110CAFE」が 6 月グランドオープンした。

8 月 28 日、立石泰広県議、関裕通市議、新藤義孝衆議院議員菊
地博秘書、前原博孝市議＆新郷地区連合町会長、領家地区菅野
伸一連合町会長、新郷の文化を考える会照山悦子会長が訪れた。
　㈱大泉工場は , 鋳物工場・機械工場等一貫生産体制を整備し、
また、川口市長や長期にわたり代議士などを務めた初代会長の
大泉鑑三さんの、4 代目である代表取締役社長の大泉貫太郎さん
が、約 1 万㎡の広大な敷地の中にある 3 千坪の工場・倉庫地帯に、
ベーカリーカフェ「1110CAFE」を誕生された。

広報担当の林健志さんに案内頂いた。
お 茶 を 発 酵 さ せ た 非 加 熱 製 法 の ス パ ー ク リ ン グ テ ィ ー

[KOMBUCHA]( コンブチャ )。オーガニック（有機栽培）フード
は、すべて植物由来で出来たメニュー。国登録有形文化財登録
の昭和に建設された大泉家住宅の洋館・和館。洋館は本社事務

鋳物工場跡のカフェに
立石県議、 前原・関市議など視察

所として有効活用、映画、
テレビのロケ等にも使わ
れている。

四季を感じられる様々
な草木溢れるガーデンに
は、サイクルラックも設
置されている。

立石県議は「猛暑の中
でしたが訪れた多くの方
が笑顔になれる空間です」
と。関市議は「領家と新
郷は工業地域の共通点で
もあります。新郷の方も
どうぞお出かけください」
と。　

写真前列左から、菅野
さん、立石さん、照山さん、
関さん。後列左から、林
さん、前原さん、菊地さん。

大泉工場
問＝ 048-222-1171
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ス
マ
ホ
よ
り
　
横
断
歩
道
の
　
僕
を
見
て
　
　
　
武
南
警
察
署
　
　
　
　
　
　
と
い
う
電
話
は
詐
欺
　     

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

　

口
腔
ケ
ア
は
、
か
ぜ
の
ウ

イ
ル
ス
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
予
防
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

口
は
食
べ
物
の
入
口
だ
け

で
な
く
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

の
入
口
で
も
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
高
齢
者
施
設
で
、
歯

科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
が
専

門
的
な
口
腔
ケ
ア
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
通
常
の
歯
ブ

ラ
シ
だ
け
を
し
た
施
設
に

比
べ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
症
が
10
分
の
１
に
抑
え
ら

れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま

す
。

　

私
の
医
院
で
は
「
予
防
歯

科
」
と
い
う
専
門
を
設
け
て
、

そ
こ
で
歯
科
衛
生
士
と
い
う

口
腔
ケ
ア
の
プ
ロ
が
、
予
防

を
希
望
す
る
患
者
さ
ん
の
ケ

ア
を
し
て
い
ま
す
。

　

お
口
の
中
が
自
分
で
比
較

的
き
れ
い
に
で
き
る
患
者
さ

ん
は
、
４
ヶ
月
に
１
度
、
定

期
的
に
来
院
し
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
心
臓
病
や
糖
尿
な

ど
、
基
礎
疾
患
を
持
っ
て
い

る
患
者
さ
ん
は
、
も
っ
と
期

間
を
短
く
し
て
来
院
し
て
頂

き
ま
す
。
中
に
は
一
週
間
に

一
回
、
プ
ロ
の
口
腔
ケ
ア
を

受
け
な
い
と
気
持
ち
が
悪
い

と
い
っ
て
通
っ
て
い
る
患
者

さ
ん
も
い
ま
す
。

　

歯
医
者
と
い
え
ば
、
歯
を

抜
く
、
削
る
、
入
れ
歯
を
入

れ
る
と
い
う
仕
事
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
が
、
そ
う
な
る
前

に
予
防
を
し
て
、
健
康
を
維

持
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
今

の
考
え
で
す
。

　

良
質
な
口
腔
ケ
ア
を
受
け

て
、
免
疫
力
を
上
げ
て
病
気

に
か
か
り
に
く
い
身
体
づ
く

り
を
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）　

　
　
　

院
長　

岩
下　

一
三

　

数
年
前
に
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
大
学
で
日
本

語
を
教
え
て
い
る
叔
母
か

ら
、
そ
ろ
そ
ろ
大
学
の
仕

事
が
退
職
に
な
る
の
で
、

そ
の
前
に
一
度
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
遊
び
に
来
な
い
か

と
の
誘
い
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
年
の
夏
休
み

に
、
た
ま
た
ま
家
族

の
都
合
が
合
っ
た
の

で
、
渡
航
す
る
こ
と

に
し
た
。
そ
の
こ
と
を
叔

母
に
連
絡
す
る
と
、
せ
っ

か
く
だ
か
ら
大
学
の
授
業

に
参
加
し
て
み
な
い
か
と

言
わ
れ
、
私
た
ち
家
族
は

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と

し
て
１
年
生
の
授
業
に
参

加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

英
語
が
話
せ
な
く
て
も

大
丈
夫
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
で
、
言
わ
れ
る
ま
ま

授
業
に
参
加
し
た
と
こ

ろ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

大
学
生
は
、
日
本
語
を

学
び
始
め
て
間
も
な
い
の

に
、
か
な
り
日
本
語
を
理

解
し
、
私
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

一
生
懸
命
に
話
し
か
け

て
く
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ

た
。

　

こ
の
日
の
授
業
は
、
動

詞
の
活
用
に
つ
い
て
の
内

容
だ
っ
た
が
、
日
頃
か
ら

文
法
を
そ
れ
ほ
ど
意
識
し

て
日
本
語
を
話
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
の

よ
う
な
授
業
は
私
た
ち
家

族
に
と
っ
て
は
、
と
て
も

新
鮮
で
あ
り
、
改
め
て
正

し
い
日
本
語
に
つ
い
て
知

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

授
業
の
最
後
に
日
本
語

に
つ
い
て
感
想
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
や
は
り
日
本
語

は
難
し
い
と
の
感
想
が
多

か
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
難
し
い
日

本
語
に
対
し
て
積
極
的
に

日
本
人
に
話
し
か
け
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
学
ぼ
う
と
す
る

姿
勢
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
、

分
か
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
の
は
、
い
つ
に
な
っ
て
も

楽
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

私
も
、
色
々
な
こ
と
に

興
味
を
持
ち
、
学
ぶ
姿

勢
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
改
め
て
感
じ
た
体
験

で
あ
っ
た
。

　
　

川
口
市
立

　
　
　
　
　

榛
松
中
学
校

　
　

校
長　
　

齋
藤　

秀
一

随
筆　

春
夏
秋
冬

積
極
的
に
学
ぶ
と
は

　

本
蓮
町
会
（
町
会
長
＝

中
山
久
仁
夫
さ
ん
）
警
防

部
（
部
長
＝
相
澤
秀
一
さ

ん
）
は
８
月
の
土
日
に
、

「
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を

行
っ
て
い
る
。
７
支
部
毎

に
各
支
部
内
を
循
環
し
安

全
を
図
っ
て
い
る
。

８
月
23
日
の
最
終
日
、

周
事
支
部
（
支
部
長
＝
山

崎
吉
恭
さ
ん
）
と
蓮
沼
支

部
（
支
部
長
＝
東
山
景
一

さ
ん
）
の
拠
点
で
あ
る
町

会
会
館
に
お
邪
魔
し
た
。

相

澤

警

防

部

長

は

「
し
っ
か
り
皆
ま
わ
っ
て

く
れ
て
、
大
き
な
問
題
も

な
く
無
事
終
わ
り
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
安
堵

の
顔
。

写
真
前
列
左
か
ら
、
小

堀
勝
一
、
飯
塚
孝
行
市
議
、

中
山
久
仁
夫
町
会
長
、
鈴

木
孝
好
、
鵜
飼
勝
。

後
列
左
か
ら
相
澤
秀

一
、
東
山
景
一
、
佐
古
敬

司
、
蓮
沼
克
典
、
宇
田
川

浩
二
。　
　
　

（
敬
称
略
）

本
蓮
町
会
愛
の

　
　
パ
ト
ロ
ー
ル

江戸袋町会（町会長＝前原博孝さん）は３年前、安心・安全な街づくり
にと軽自動車をパトカーに塗り替え、ドライブレコーダー・ナビ・マイク等
を取り付けた青色防犯パトロールカーを設けた。
　学校下校時の 14 時半～ 15 時半は月曜から金曜、20 時から 21 時は毎日
行っている。
　前原町会長は「防犯パトロールカーは安心・安全の江戸袋町会のため、走っ
ているだけで防災抑止になればと頑張っています。
　新郷工業団地協同組合よりご支援頂いています」と話す。
　写真左から、前原さん、須嵜孝さん、田崎一さんと乗務員の皆さん。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

　

江
戸
袋
町
会
（
町
会
長
＝
前
原
博
孝
さ
ん
）
は
町
会
に

加
入
し
て
い
る
約
９
０
０
世
帯
全
戸
に
マ
ス
ク
を
配
布

し
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に

な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
盆
踊
り
等
に
充
て
て
い
た
町
会

費
を
還
元
し
た
。　
　

　

９
月
３
日
、
１
箱
50
枚
入
り
マ
ス
ク
を
恒
例
の
配
布
物

と
共
に
、
各
担
当
者
は
持
ち
帰
っ
た
。

　

前
原
町
会
長
は
「
町
会
費
を
繰
り
越
す
よ
り
、
今
、
必

要
な
マ
ス
ク
を
、
還
元
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
実
行
し

た
」
と
話
し
た
。

全世帯にマスク配布

　前列左から田崎一さん、前原さん、中里義正さ　　　　　
ん、石田カズイさん。後列左から中村浩幸さん、
山田健蔵さん、山田富夫さん。
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細
菌
は
、
周
り

に
エ
サ
が
あ
れ
ば

増
殖
し
ま
す
。
ウ

イ
ル
ス
は
、
細
菌

の
よ
う
に
自
ら
エ

サ
を
食
べ
て
増
殖

す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

ウ
イ
ル

ス
は
、
他

の
生
物
の
細
胞
の

中
に
入
り
込
み
、

そ
の
細
胞
の
増
殖

機
構
を
借
り
て
自

分
の
遺
伝
子
を
増

殖
さ
せ
ま
す
。

　

細
菌
に
対
し

て
の
治
療
薬
は
、

色
々
な
抗
菌
薬

（
抗
生
物
質
）
が

用
い
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
と
し
て

開
発
さ
れ
た
薬

は
、
ほ
と
ん
ど
種

類
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

聞
い
た
こ
と
が

あ
る
お
薬
は
、
抗

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
薬
、
抗

ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
薬
ぐ
ら
い
か
と

 

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（276）

　

毎
月
の
「
今
月
の
書
」

は
、
本
紙
の
表
題
を
書

い
て
下
さ
っ
て
い
る
書

家
の
、
吉
安
麗
華
先
生

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
皆
さ
ん
不
自
由
な

生
活
を
お
過
ご
し
の
事

と
思
い
ま
す
。
早
く
ワ

あ
と
が
き

細
菌
と
ウ
イ
ル
ス
の
違
い
？

思
わ
れ
ま
す
。　
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る

治
療
薬
が
な
い
今

で
は
、
感
染
症
の

予
防
対
策
と
し

て
、
ワ
ク
チ
ン
を

摂
取
し
て
体
内
に

病
原
体
に
対
す
る

抗
体
生
産
を
促
進

し
て
免
疫
を
獲

得
す
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
て
い

ま
す
。

　

そ
の
為
、
ワ
ク

チ
ン
開
発
に
世
界

中
で
競
っ
て
い
ま

す
。

　

保
険
薬
剤
師　

　

中
山　

久
仁
夫

　
　
　

　  

今
月
の
新
郷
句
楽
部

竿
の
な
い
朝
顔
の
つ
る
微
風
に
ゆ
れ　    

赤
井　　
大
井
幸
子

あ
さ
が
お
や
色
に
香
の
あ
り
濃
紫     

峯　

山
田
案
山
子

朝
顔
の
咲
く
や
子
等
の
背
又
伸
び
て　 

東
本
郷　
豊
後
照
子

朝
顔
や
幼
き
笑
顔
そ
ば
に
あ
り　　　    

大
竹　　
井
上
靖
子

朝
顔
や
赤
と
水
色
恋
の
色　　　　　       

新
堀　　
坂
本
越
子

朝
顔
や
水
に
溶
け
そ
な
藍
の
色　　　        

芝　　　
神
作
恵
子

寿司　三長　　テイクアウトメニュー
☆海鮮丼　　　　　　　　　　　８００円
☆サーモン丼　　　　　　　　８００円
☆まぐろ山かけ丼　　　　 ８００円
☆うな丼　　　　　　　　　　　　８００円
　　　　　　　　　　　　　全て税込み。
仕入れ状況により内容が変更になる場合が
あります。 電話 048-284-0961　三長

◇
冬
が
は
じ
ま
る

　
　
　
　
　

落
語
会

◇
日
＝
10
月
11
日（
日
）

◇
開
演
＝
13
：
30
～

◇
所
＝
鳩
ケ
谷
駅

　
　
　

市
民
セ
ン
タ
ー

◇
ゲ
ス
ト
＝
神
田
鯉
栄

◇
木
戸
銭

　

当
日
２
０
０
０
円

　

前
売
１
５
０
０
円

◇
問
＝
０
８
０

　
　
　
（
６
５
０
９
）　　

　
　
　
　
　

５
８
５
４

柳
家
か
ゑ
る
独
演
会

ク
チ
ン
が
で
き
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
運
動
不
足
で
体

重
が
増
え
ま
し
た
。
減

ら
そ
う
と
思
い
、
猛
暑

の
中
、
千
葉
県
の
鋸
山

に
登
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
連
れ
が
沢
山

登
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
き
返
り
の

高
速
道
路
で
は
、
大
型

観
光
バ
ス
は
１
台
も
見

か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。　
　

　

１
度
だ
け
の
登
山
で

は
、
そ
う
体
重
は
減
ら

な
い
で
す
ね
。
毎
日
コ

ツ
コ
ツ
運
動
し
な
い
と
。

　

来
月
号
は
10
月
21
日

（
水
）
発
行
で
す
。

サ
ン
テ
ピ
ア
に
マ
ス
ク
を
送
る

　

本
紙
に
広
告
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
、(

株)
桜

井
土
木
の
櫻
井
昭
人

社
長
の
母
静
枝
さ
ん

（
87
）
は
サ
ン
テ
ピ
ア

に
、
８
月
１
日
、
丹

精
込
め
た
、
ミ
シ
ン

で
手
作
り
の
マ
ス
ク

２
８
０
枚
、
雑
巾
40

枚
を
寄
贈
さ
れ
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
サ

冠
水
現
場
を
視
察

８
月
19
日
、
豪
雨

対
策
現
地
視
察
が
行

わ
れ
た
。

赤
井
町
会
と
し
て

課
題
の
一
つ
で
あ
る
、

観
音
橋
付
近
の
道
路

冠
水
現
場
を
、
立
石

泰
広
県
議
と
飯
塚
孝

行
市
議
、
市
役
所
関

係
各
位
、
町
会
か
ら

は
、
千
葉
省
吾
顧
問

や
総
務
広
報
部
、
自

主
防
災
部
、
住
民
代

表
ら
が
参
加
し
た
。

関
根
和
雄
町
会
長

等
か
ら
、
今
迄
の
被

害
状
況
や
冠
水
時
の

対
応
現
状
等
伝
え
、

要
望
書
を
提
出
し
た
。

今
後
も
継
続
的
に

被
害
の
軽
減
と
解
消

に
む
け
て
協
議
を
し

て
い
く
事
と
な
っ
た
。

（
写
真
・
資
料
は

赤
井
町
会
提
供
。）

ン
テ
ピ
ア
理
事
長
で

あ
り
副
市
長
の
瀧
川

聡
史
さ
ん
、
常
務
理

事
の
池
田
誠
さ
ん
、

飯
塚
孝
行
市
議
や
職

員
が
列
席
さ
れ
た
。

　

静
枝
さ
ん
は
「
材

料
は
、
友
達
か
ら
布

を
１
反
貰
っ
た
り
し

て
、
夢
中
で
作
っ
て

時
間
も
忘
れ
楽
し
み

な
が
ら
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
息
子
に
５
時

ま
で
で
止
め
て
ね
と

言
わ
れ
ま
す
が
ね
。

　

前
回
６
月
に
、
マ

ス
ク
１
０
２
枚
、
雑

巾
61
枚
、
お
手
玉

３
０
５
個
を
作
っ
て　

寄
贈
し
た
ら
、
入
居

者
の
皆
さ
ん
に
好
評

と
聞
き
、
再
度
作
り

ま
し
た
」
と
微
笑
ま

れ
る
元
気
な
お
ば
あ

様
。

　

昭
人
さ
ん
は
「
無

理
を
せ
ず
作
っ
て
ほ

し
い
で
す
」
と
。

　

写
真
左
か
ら
、
飯

塚
市
議
、
池
田
理
事
、

瀧
川
理
事
長
、
静
枝

さ
ん
、
昭
人
社
長
。

左から立石県議、市担当青木課長補佐、飯塚市議、関根町会長

細
渕
さ
ん

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
演
奏

　

新
郷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏

者
、
細
渕
和
香
奈
さ

ん
は
「
弦
楽
器
四
重

奏
と
管
楽
器
に
よ
る

室
内
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

カ
ン
フ
リ
エ
の
仲
間

と
、Ｗ
．Ａ
．モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
を
演
奏
し
た
。 

　

写
真
左
が
細
渕
さ

ん
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

の
大
縄
登
史
男
さ
ん
。

◇
日=

10
月
25
日（
日
）

◇
時=

①
11
：
30
～ 

◇
時=

②
14
：
30
～    

◇
所=

ク
ラ
シ
カ
ル

    

ス
タ
ジ
オ
カ
ル
ー
ソ

◇
チ
ケ
ッ
ト

　

大
人
３
０
０
０
円

　

子
供
１
０
０
０
円

◇
出
演=

金
刺
美
穂

  （
ソ
プ
ラ
ノ
）
北
村
哲

  

朗
（
バ
リ
ト
ン
）
藤 

  

目
由
梨
（
ピ
ア
ノ
）

◇
曲
目=

オ
ペ
ラ
ブ
ッ

   

フ
ァ
・
奥
様
女
中
・

　

こ
の
道
・
初
恋
な
ど

　

コ
ロ
ナ
で
50
席
限
定

　

◇
問=

金
刺
０
９
０

　

  

３
６
８-

７
６
０
１

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

  

コ
ン
サ
ー
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

◇
日=

11
月
13
日

（
金
）
～
15
日
（
日
）

◇
所=SKIP

シ
テ
ィ

◇
費
用=

入
場
無
料

◇
内
容=

市
産
品
展

示
会
・
緑
化
産
業
・

飲
食
店
・
イ
ベ
ン

ト
・
産
業
団
体
等

紹
介
・
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
・
障

害
者
施
設
産
品

コ
ー
ナ
ー
等

◇
問=

市
役
所
振
興

　

係
２
５
９-

９
０
１
９

市
産
品
フ
ェ
ア
ー　
　
　
　

　
　
　

２
０
２
０


